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中学校区のめざす子ども像 

・自分の考えを持ち伝え合う子（知） 

・人の気持ちがわかり協力できる子（徳） 

・健康で粘り強い子（体） 

 

 

 

太陽の日差しや吹く風に春の訪れが感じられる頃となりました。保護者・地域の皆

様におかれましては，いかがお過ごしでしょうか。 

３月１５日には，本校第３７回卒業証書授与式を挙行し，3 年生を送り出すことが

できました。コロナ禍の影響もあり，昨年同様，入館者の制限（在校生，来賓の方に

は御遠慮いただき，保護者は各家庭 1 名まで），時間短縮で執り行わせていただきま

した。「卒業生の晴れの姿を一目見たい」というお声を受け，初めての試みでありま

したが，職員の発案により Youtube によるリモート配信で参加したくてもできない方

にはご覧いただきました。当日は，厳かな雰囲気の中で式が進行するとともに，起立・

礼といった所作，呼名の返事など卒業生は立派な姿を見せてくれました。中には感極

まって涙する卒業生もおり，心に残る感動的な式となりました。   

また，当日の午後には，式に参加できなかった生徒に対し，校長室にて担任，学年

の先生たち参加のもと，個別に式を行い，卒業生全員に無事，証書を手渡すことがで

きました。皆さま方のご理解とご協力により，思い出に残る感動的な式にすることが

できました。心より感謝申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 
「自ら学び，自ら考え，仲間とともに，将来を 

しなやかに生き抜く力を身につける生徒の育成」  

20２1 年（令和３年） 

    ３月２４日 

日  

夢と希望を胸に学校を巣立つ卒業生 在校生代表「送辞」を読む生徒会長 

最後のＨＲ・担任が各人に証書授与 起立し，卒業生を見送る先生たち 

卒業証書授与式の翌日３月１６日（火）には公立高校入試選抜（Ⅱ）の合否発表が

ありました。自分の選んだ道でそれぞれに頑張ってくれることを期待しています！！ 

 

 

 

３学期は，新学年の０学期ということをこれまで，生徒には話してきましたが，あ

と２日で修了式です。この式は，各学年で学ぶべき内容等を授業や行事を通して，す

べて修了したことを意味し，１・２年生の卒業式と言っても過言ではありません。 

実質，２５日（木）から春休みになります。この休みは，学年変わりという一つの

大きな節目で，１年間を振り返り，新たな１年の抱負や目標を立てるのに，絶好の機

会です。ぜひ新学年では，このようなことを頑張る，という具体的な内容・目標を自

分で決めて，実行するようにしてください。加えて，無理のない・むだのない・むら

のない計画を立て，各学年の５教科の課題やセミナー学習等は休み中に確実にやりき

るとともに，自分の弱いところを補うべく自主学習も積極的に進めてください。  

とはいえ，その基本となるのは，規則正しい生活習慣です。この部分は，休み中ご

家庭の力に頼るところが大となりますが，どうか，よろしくお願いいたします。 

 

 

３月２０日付新聞各社朝刊において発表のとおり，令和３年度の定期人事異動で，

次の先生方が他校へ転任，または本校を最後に退職されることになりました。 

在職年数の長短はありますが，本校生徒の成長に大きくかかわっていただき，本当

にありがとうございました。お世話になった先生方の離退任式を，２５日（木）の 

１４時から本校体育館で行います。コロナ禍のため，参加は在校生，希望する卒業生， 

教職員のみとし，保護者・地域の方の御参加は恐縮でありますが，御遠慮ください。 

◆退職者 

  氏  名   （在職年） 通算年数（本採用後） 

藤原 伸充 先生  （３年） ３６年 神辺西中学校（再任用短時間・教諭） 

山﨑 秀篤  先生  （９年） ３１年 

◆転任者（３月２３日時点） 

  氏  名   （在職年） 転任校 （職名等） 

藤井えみこ 先生  （１０年）  大成館中学校（教諭） 

山本 明子 先生  （１年）   駅家南中学校（教諭） 

阪本 司毅  先生  （４年）   城南中学校 （教諭） 

渡邉 真代 先生  （４年）   駅家中学校 （教諭） 

槙原 明子 先生  （３年）   千年中学校 （教諭） 

秋山 研龍 先生  （４か月）  

谷下真由美 先生  （３年）   幸千中学校 （事務主幹） 

 

 

 

 

この１年間，保護者・地域の皆様方には，本校教育に対しご理解，ご支援・ご協力をたま

わり，深く感謝申しあげます。来年度以降も引き続きよろしくお願いいたしまして，本年

度「黄葉山」の最終号とさせていただきます。本当にありがとうございました。 
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 福山に愛着と誇りを持ち， 
変化の激しい社会をたくましく生きる


